


































































































ない､ それで同時に ｢はちきん｣ でもあります｡
この二つを両立させるというのはなかなか難し
いですよ｡ ｢はちきん｣ というのは飛んで行き
ますから､ 飛んでる時に ｢いごっそう｣ になるっ
ていうのは､ 頑固に留まるっていうのは､ なか
なか難しい両立なんですが､ 好き勝手に ｢はち









ると､ 絶対､ 財産は貯まりません｡ 定年を迎え
たときにいよいよ財産ないなあと思って､ それ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(仮称) が考えられています｡ 仮称ですが､ 私た
ちは専門看護師と呼んでもらいたかったし､ 高
度専門看護師､ 高度実践家でもよいのですが､







































































共通用語で､ Advanced Practice NurseでAPN､
アメリカではこれをAdvanced Practice Registerd



























































































すが､ 先程､ 紹介した小松先生､ 井上先生方は､
専門看護師がどこまでやれるのかという実態調
査をされます｡ 教育モデル事業では専門看護師
教育課程を高知女子大学からぜひ名乗りを挙げ
て欲しいと思います｡ このモデル事業は特定医
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行為ができ､ かつ高度な看護ができる人たちが
生まれてくるということが推進されています｡
募集は６月から始まり､ ８月が締め切りだそう
です｡ 今ある専門看護師教育課程は今年または
来年やるにしても計画だけでも出すことは可能
だそうですので､ 全国的にレベルアップの段階
に来ていると思います｡
そういう形で看護界はかなりの革命を要求さ
れています｡ 医療の現場にいる人たちの一般の
ナースの役割拡大､ またスペシャリストとして
専門看護師が変化していくこと､ 本日は認定看
護師には触れませんでしたが､ 認定看護師も必
ず何かの形で加担されて行きます｡ そういう意
味で新たな医療を､ チーム医療の中で役割と責
任を果たしていくということが求められていま
す｡ つまり国民が納得するということ､ 関係者
の意識改革が起こるということ､ それから､ 例
えば特定看護師の制度も日本だけしか通用しな
いようなグローバルな視点がない特定看護師を
作ったら､ あとの悲劇になります｡ 作らない方
がいい｡ そこまできちんと見据えて動いていく
必要がある｡ それから必要な財源を確保する努
力をしてもらいたいし､ 法的な整備を整える必
要がある｡ CNSの一番苦しかったのはここですの
で､ これが保障されるようになることが必要に
なると思います｡
  
長々とお話させていただきました｡ 高知女子
大学看護学部の同窓会が誕生したことをお祝い
しながら､ 私は卒業生として､ これからも皆さ
んと一緒に頑張っていきたいし､ ここの中に仲
間がたくさんいらっしゃるのが嬉しいです｡ こ
こに学んでいらっしゃる､ 今日来られている皆
さん方は私が死んだ後ぐらいはもう中堅になっ
ていますから､ 次の時代の新たなる挑戦､ その
うち宇宙へ行って宇宙で重要な役割を果たして
いる看護職になっているでしょう｡ きっとこの
大学だからこそできること､ 母校､ 高知女子大
学は世界に誇りうる大学です｡
私はその中でも､ 高知女子大学看護学会が果
たされてきた使命は大きかった｡ 卒業生同志を
つなぎ､ 国内外の看護界に発信をし､ または国
内外から受信をし､ それを同窓会の皆さん､ ま
たはこの近くの皆さまに広げていったという学
会の役割は大きいし､ これからもまた今までと
は違う学術団体としての役割が期待されている
のだと思います｡
皆さんは学生の時から準会員ですから情報は
会員と同じように得られます｡ 卒業後のことが
見えていきながら､ 適正にお金が使われて行く
組織だろうかという見方も準会員の方にしてい
ただきたいと思います｡ そういう意味で大先輩
の野嶋先生､ １期生の野島先生から60期生の準
会員の皆さんまで､ この人的財産は世界に誇り
を持つもので､ 世界に誇りうる同窓会として発
展できるのではないかと期待し､ お話を終えさ
せていただきます｡ 本当に御清聴ありがとうご
ざいました｡
高知女子大学看護学会誌第36巻第１号 (2011)
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